
「第３次鹿児島県食の安心・安全推進基本計画」
に基づく施策の実施状況（令和５年度）

１ 農場から食卓までの安全管理の徹底を通じた食品の安全性の向上

（１）農林水産物の生産段階における安心・安全確保対策

ア 自主的な生産工程管理の取組の促進

① かごしまの農林水産物認証制度(Ｋ－ＧＡＰ)の充実・普及
【輸出・ブランド戦略室，農産園芸課，畜産課，森林経営課，水産振興課】

（ア）生産者への普及・啓発
各地域振興局・支庁が主体となって，生産者等へ認証制度の周知と取得に向

けた推進指導を随時実施

（イ）普及指導員によるＧＡＰ実践指導
・ 生産者に対するＧＡＰ導入及び認証取得のための実践指導の実施
・ 普及指導員のＧＡＰ指導技術向上のための研修受講 13名
・ 国際水準ＧＡＰガイドライン研修 １名受講

※令和６年３月末現在の認証件数：293件（66品目，246団体・個人等）

② 国際認証ＧＡＰ等への取組支援
【輸出・ブランド戦略室，畜産課，水産振興課】

（ア）各種認証制度についての情報収集，生産者への周知・普及
（イ）認証取得を支援する指導員の育成及び確保 50人(うち県13人，JA37人）
（ウ）農業教育機関における国際水準ＧＡＰの認証取得支援 ２校
（エ）環境負荷低減に取り組む団体に対する国際水準ＧＡＰ認証取得支援 ２団体

イ 生産資材，動物・水産用医薬品等の適正使用及び監視指導等の充実

③ 農薬の適正使用の推進【経営技術課】
（ア）農薬指導士の養成

農薬指導士養成研修会等 ※令和６年３月末現在の農薬指導士：1,352人
(うち令和５年度の新規認定52人）

時 期 場 所 内 容 参加者数
７月31日 鹿児島市 ○農薬指導士養成研修会

・農薬取締法について 102人
・毒物及び劇物取締法について
・農薬の取扱いについて

８～９月 県内７か所 ○農薬指導士更新研修会・農薬適正
鹿児島，南薩 使用推進研修会 304人
北薩，姶良伊佐， ・農薬の適正使用について
大隅，熊毛，大島 ・飛散防止対策について
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（イ）農薬適正使用推進啓発活動
適正な農薬使用を指導する際に必要な事項を指針として定め，啓発用ポスタ

ー等を配付
また，農薬の使用機会が多い６月から９月までを農薬適正使用推進期間と設

定し，農薬販売店，農薬使用者等に対して，農薬の適正で安全な使用等を推進

④ 農薬の販売・管理・使用に関する監視指導【経営技術課】

農薬販売店等への立入検査
区 分 総 数 立入検査 比率(%) 備 考
販 売 店 1,367件 42件 3.1% 違反件数：12件
ゴルフ場 27件 ７件 25.9% 内容：帳簿未記載

計 1,394件 49件 3.5%

⑤ 肥料の生産や販売に関する監視指導【経営技術課】

（ア）肥料の品質の確保等に関する法律に基づく適正な登録及び届出指導
区 分 肥料の区分 新規件数 備 考
生 産 普通肥料 ６件 県知事への登録分のみ

特殊肥料 34件 県知事への届出
販 売 － 32件 県知事への届出

（イ）生産業者及び販売業者への立入検査
区 分 総 数 立入検査 比率(%) 備 考

生産業者 658件 ５件 0.8% 違反件数:２件
販売業者 1,893件 17件 0.9% 内容：変更届等未提出
(販売のみ) 異物混入

計 2,551件 22件 0.9%

⑥ 動物用医薬品の管理，販売等に関する監視指導【畜産課】

動物用医薬品の販売業者の立入検査及び品質検査
区 分 調査件数 備 考

動物用医薬品使用実態調査（農場） 36件 指導件数：０件
動物用医薬品調査（店舗での販売含む） 134件 指導件数：６件
動物用医薬品精密検査（成分検査） ２件 指導件数：０件

⑦ 飼料の安全性確保に関する普及，監視指導【畜産課】

地区講習会及び指導等
区 分 調査件数 備 考

地区講習会 10回
巡回指導等 畜産農家190戸
飼料の適正使用指導 延べ221戸
県内の飼料販売業者等への立入検査 72回 指摘事項：33件
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⑧ 水産用医薬品の適正使用の推進【水産振興課】

・ 県内の魚類養殖業者及び漁協職員等に対し，
「水産用医薬品の使用36報（農林水産省消費・
安全発行）」について，水産用医薬品の適正使用
に関する研修会を開催 ２回

〈水産用医薬品講習会〉

ウ 環境保全への配慮

⑨ ＩＰＭ（総合的病害虫・雑草管理）技術をはじめとした環境と調和した農業の
普及推進【経営技術課】

（ア）ＩＰＭ技術の実証
ピーマンやいんげんの施設栽培，オクラや豆類の露地栽培において，天敵利

用等による環境にやさしい栽培体系を実証
（イ）土づくり研修会及び堆肥コンクール

堆肥投入等による土づくり及び排水対策の重要性を再認識するとともに，
良質堆肥づくりを促進するため，研修会（７月28日 28人，８月25日 26人）及
び堆肥コンクールを開催

〈土づくり研修会〉 〈堆肥コンクール〉
（ウ）県総合防除計画の策定について

天敵や抵抗性品種の利用など，化学農薬だけに頼らない防除方法を組み合わ
せた「総合防除（ＩＰＭ）」を更に推進するため，本県の主要病害虫ごとの防
除技術等を取りまとめた「鹿児島県総合防除計画」を令和５年度末に策定

⑩ 家畜排せつ物の適正処理と堆肥の利活用促進【畜産課】

（ア）家畜排せつ物の利用状況等を把握
畜産経営に起因する苦情発生状況調査や畜産有機物有効利用推進調査等を実

施し，家畜排せつ物の利用状況等を把握
（イ）畜産農家に対する巡回指導

家畜排せつ物の適正処理や堆肥の利用活用について巡回指導（延べ176戸）

⑪ 自然環境や生産環境の保全に配慮した特用林産物の栽培方法及び肥料の適正な
使用方法などの情報提供【森林経営課】

（ア）原木しいたけ・たけのこ生産者養成講座や栽培・経営指導
事 項 日 数 受講者数

かごしま原木しいたけ生産者養成講座 ５日 10人
たけのこ生産者養成講座 ３日 14人

（イ）栽培技術指針に基づいた情報提供
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⑫ 県内養殖場の水質や底質の調査及び魚類養殖協議会や研修会を通じた漁場改善
計画等の養殖指導【水産振興課】

（ア）養殖場環境調査（２回，水質・底質調査計526箇所）
養殖漁協の調査結果の報告を受け水質，底質の改善指導

（イ）魚類養殖協議会（１回）
漁場環境の正常化や健全な養殖業発展のための協議（１月22日）

（ウ）漁場改善計画の策定指導
適正養殖可能数量の設定等について指導（随時）

（２）製造・加工，流通・販売段階における監視指導の充実
県食品衛生監視指導計画等に基づく監視指導や食品の検査

⑬ 施設への立入検査（監視指導）【生活衛生課】

・ 食品の製造・加工施設への監視・指導
事 項 計 画 実 績 主 な 指 導 内 容

業態又は施設毎 ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の
の標準的な立入 9,283件 10,161件 運用状況等の確認及び必要な指
回数 導・助言

⑭ 食品等の検査【生活衛生課】

（ア）食品添加物,成分規格,残留動物用医薬品,残留農薬その他検査
事 項 実 施 状 況 結 果 等

食品添加物，成分規格 712件

残留動物用医薬品，残留農薬等 372件

指導検査 6,411件
計 7,495件

（イ）食肉の検査
事 項 実 施 状 況 結 果 等

全部廃棄2,915頭(0.12％)
と畜検査 2,445,158頭 [牛(362),豚(2,549),とく※

(４)]
理由：敗血症，水腫，膿毒症，
牛伝染性リンパ腫等，豚丹毒等

食鳥肉検査 158,796,799羽 全部廃棄1,802,303羽(1.13％)
理由：大腸菌症,炎症等

※とく：生後12か月未満の子牛
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⑮ 学校・社会保健福祉施設等集団給食施設の監視指導【保健体育課，生活衛生課】

（ア）県衛生管理等研修会
時 期 場 所 内 容 参加者数

県民交流 ・講義「鹿児島県の食中毒発生状況等につ
８月８日 センター いて」 440人

・講義「学校における衛生管理の充実につ ※台風のた
いて」 等 め書面開催

（イ）学校給食の衛生管理等に関する調査研究の実施（６市町，９施設）
学校給食の衛生管理に関する指導者を学校給食施設へ派遣し，衛生管理状

況の調査を行うとともに，衛生管理の徹底を図るための改善指導を行い，各
学校給食施設の衛生管理等の改善充実を図った。

（ウ）学校給食用食品の食品検査
県立学校（抽出校３校）において，原材料及び加工品の３検体について，

微生物検査，理化学検査を行い，学校給食用食品の安全性を確認。

（エ）給食施設に対する監視指導
事 項 目標 実績

集団給食施設に対する監視指導 100％ 56.9％
（監視指導計画）

⑯ いわゆる健康食品による健康被害防止のための買上検査【薬務課】

いわゆる健康食品など，強壮効果及び痩身効果を目的として使用される製品に
ついて， インターネットで買上調査を行い，環境保健センターで医薬品成分及
び指定薬物の含有について試験検査を実施

事 項 検査品目数 医薬品成分及び指定薬物の検出
強壮剤 ４品目 不検出
痩身剤 ５品目 不検出

⑰ 水産物卸売市場における有毒魚介類等の流通監視【水産振興課，生活衛生課】

・卸売市場の実態調査及び監督指導 35市場
・流通が規制されているフグ等の情報収集･提供 35市場
・有毒魚介類，貝毒及び流通が規制されている魚介類の情報を収集し，

水産物卸売市場等へ提供 35市場
・県食品衛生監視指導計画等に基づく監視指導や食品検査の実施

（３）消費段階における安全性の確保

⑱ 食の安心・安全の確保に関する基礎的な知識や情報の周知
【生活衛生課，輸出・ブランド戦略室】

・食の安心・安全情報メールによる情報発信（食中毒予防等）（５回）
・食中毒注意報発令（１回）
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（４）ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の推進及び工程管理導入の促進

⑲ 食品関連事業者へのＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の導入支援【生活衛生課】

・衛生教育実績のうち，ＨＡＣＣＰにかかる講習会の実施 146回

⑳ 畜産関連施設への衛生管理ガイドライン等の徹底及びＨＡＣＣＰ方式を活用し
た管理の普及【畜産課】

・畜産農家の全戸立入による飼養衛生管理基準の遵守状況調査の実施
家畜 対象農場 立入農場
牛 6,593件 4,488件
豚 474件 319件

家きん 833件 822件

・ＨＡＣＣＰ方式を活用した管理の普及を各地域で実施
ＨＡＣＣＰ認証農場 22農場

（内訳 肉用牛：３農場，豚：16農場，採鶏卵：３農場）

㉑ 衛生管理型の水揚施設の整備支援や自主的衛生管理への取組促進【水産振興課】

・衛生管理型市場の整備及び自主的衛生管理への取組についての助言 35市場
・ＥＵの衛生管理基準をクリアしたＥＵ登録養殖場の監視・指導 ３か所

㉒ ＨＡＣＣＰ等高度な衛生管理手法に対応できる人材の育成【生活衛生課】

・ＨＡＣＣＰに係る助言等を行う食品衛生監視員講習会に食品衛生監視員を派遣
15名

（５）トレーサビリティの推進

㉓ 米トレーサビリティ制度の適正運用
【輸出・ブランド戦略室，農産園芸課】

実 施 状 況 等
米穀事業者等に対する研修会や実態調査等による「米トレーサビリ
ティ制度」 の普及啓発

研修会 10件 （305人）[食品表示講習会等と併せて実施]
実態調査 13件（適正率95.6％）

㉔ 茶れきくんの導入促進【農産園芸課】

・トレーサビリティシステム等の推進状況
品目 実 施 状 況 等
茶 “茶れきくん”（県経済連による取組）の導入推進（298工場）

生産履歴開示請求点数 35,457点 （R6.2月）
→ 生産履歴報告平均日数 2.8日
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（６）食の安心・安全の確保に向けた調査・研究等の推進

㉕ 化学肥料や化学合成農薬の使用量の低減に必要な病害虫防除技術や施肥管理技
術の開発等【経営技術課】

・環境と調和した農業技術の開発
実施した研究の内容 実 績
サツマイモ－露地野菜 下水汚泥肥料を10年連用しても，収穫物中のカド

栽培体系における下水汚 ミウム含有量や収量は化学肥料栽培と同等であるこ
泥肥料の施用効果 とを解明。

㉖ 水産用医薬品の使用低減のための養殖技術の開発【水産振興課】

・外部寄生虫による疾病対策の研究
実施した調査研究の内容 実 績

ブリ類養殖で問題とな 天然素材を添加した固形配合飼料をカンパチに給
っているハダムシ寄生に 餌し，薬剤に頼らずにハダムシ寄生を抑制する試験
対する抑制手法の探索 を実施した。その結果，天然素材給餌によるハダム

シ寄生抑制効果を確認した。

㉗ 食品等に起因する様々な問題についての解決法や再発防止策を得るための調査
・研究【生活衛生課】

・食品等に関する調査・研究
調査・研修事例数 実 績

２演題は，全国食品衛生監視員研修会で発表
５演題 ・表示に記載のないソルビン酸カリウムがみそ漬から検

出された事例について
・油調理における樹脂製袋の異物混入リスクについて
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２ 食品表示の適正化による消費者への的確な情報の伝達・提供

（１）食品表示の適正化の推進

㉘ 食品表示関係法令の周知
【輸出・ブランド戦略室，生活衛生課，健康増進課，

消費者行政推進室，計量検定所，薬務課】

（ア）食品表示に関する法令の普及啓発のための食品関連事業者等に対する研修会

（食品表示法）
内 容 回 数

・食品表示法（品質事項）に関する研修会の開催，事業者主催の 13回
勉強会等への講師派遣

・食品表示法（保健事項）に関する研修会の開催，事業者主催の 0回
勉強会等への講師派遣

・衛生教育のうち，食品表示法（衛生事項）に関する講習会 117回

（景品表示法）
・事業者向けコンプライアンス研修会

時 期 場 所 内 容 参加人数
２月５日 オンライ 景品表示法の基本的な考え方と違反事例 47人

ン 及び鹿児島県での相談事例，品質事項

・事業者等からの講師派遣依頼への対応
内 容 回 数

景品表示法の講師派遣 ２回
計量法の講師派遣 ０回

（イ）食の安心・安全情報メールによる周知（25回／年）

㉙ 食品表示に関する相談対応
【輸出・ブランド戦略室，消費者行政推進室，生活衛生課，

健康増進課，薬務課，計量検定所】

（ア）食品表示110番の受付状況（消費者行政推進室）
事 項 件 数 内 容

食品表示110番 624件 相談（600件），疑義（11件），苦情（11件），
依頼（２件）

食品表示指導員 ２回 研修会等への対応

（イ）食品表示法（品質事項）に関する食品表示相談等への対応
（輸出・ブランド戦略室）

事 項 実 施 状 況
食品表示法（品質事項）に関する食品表示 300件
相談等への対応 （うち相談295件，情報提供５件）

（ウ）食品表示法（衛生事項）に基づく食品表示状況（生活衛生課）
事 項 実 施 状 況

食品表示法（衛生事項）関係食品表示相談等への対応 67件
（各保健所での相談件数を含まず）
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（エ）食品表示法（保健事項）及び健康増進法に関する相談等への対応
（健康増進課）

事 項 消費者 事業者 計
相談件数 ０件 163件 163件

（オ）食品に対する医薬品的な効能効果の表示状況（薬務課）
区 分 相 談 監視指導 計
件 数 10件 ６件 16件

（カ）景品表示法に基づく食品表示状況（消費者行政推進室）
区 分 件 数 内 容
相談等 52件 優良・有利誤認表示等

（キ）計量法に基づく食品表示状況（計量検定所）
区 分 相 談 情報提供 計
件 数 71件 ２件 73件

（２）食品表示に関する監視，指導

㉚ 食品表示実態調査等の実施
【輸出・ブランド戦略室，消費者行政推進室，生活衛生課，健康増進課，

薬務課，計量検定所，農産園芸課，畜産課，水産振興課，森林経営課】

（ア）食品表示法（品質事項）に基づく食品表示実態調査
（輸出・ブランド戦略室）

事 項 実 施 状 況
食品関連事業者に対する食品表示実態調査 213件（適正表示率92.4%）

（イ）食品表示法（衛生事項）に基づく食品表示状況（生活衛生課）
表示違反件数 違反の内容

１件 無表示

（ウ）計量法に基づく商品量目立入検査状況（計量検定所）
適 正

事 項 検査件数 検査個数 表示率 不適正表示の概要
（％）

スーパー等の内容 表示量に対する許容
量表記商品(食品 112件 7,658個 98.8％ 誤差を超えた内容量
類)の立入検査 の不足

（権限移譲市を含む）

＊検査件数は，検査店舗数
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（エ）景品表示法に基づく食品表示状況（消費者行政推進室）
区 分 件 数 内 容
指 導 １件 優良誤認表示

（３）消費者の理解促進

㉛ 消費者の食品表示に関する理解促進【消費者行政推進室，計量検定所】

（ア）食の安心・安全情報メール（食品表示及び景品表示法（食品関係）に関する
情報等）を配信（６回）

（イ）商品量目調査会及び計量教室
商品量目調査会・計量教室（５回）
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３ 農林水産物の病気や害虫のまん延防止による食料の安定供給

（１）各種疾病・病害虫等の発生防止対策の推進
㉜ 農作物栽培における病害虫の適期防除の推進【経営技術課】

（ア）病害虫発生予察情報の発表
内 容 回 数

定期的な発生予報の発表 12回
警報(0回)，注意報(2回)，特殊報(2回)の発表 ４回
技術情報の提供 21回

（イ）各種広報媒体を活用した病害虫発生予察情報の発信
内 容 回 数

病害虫防除所ホームページ 年間
新聞（農作物病害虫情報）２誌 24回
電話（病害虫防除情報テレホンサービス） ５回

㉝ 家畜の各種疾病の発生動向の把握，防疫指導，検査等の実施【畜産課】

（ア）家畜の各種疾病の実態調査
家畜の各種疾病の発生状況を把握
（抗体検査や立入検査，病性鑑定を実施（通年））

内 容 件 数
家畜伝染病の発生 ６件
届出伝染病の発生 699件

（イ）ＢＳＥ検査等の実施
・ＢＳＥ対策特別措置法に基づく検査

死亡牛のＢＳＥ検査の実施状況：1,657頭
・高病原性鳥インフルエンザ発生防止対策

高病原性鳥インフルエンザモニタリング調査の実施状況：262戸

㉞ 魚病の防疫指導及び各種疾病の実態調査【水産振興課】

（ア）魚病の防疫指導（養殖用輸入種苗の監視）
輸入種苗の導入後の魚病検査

内 容 回数及び件数
巡回指導及び講習会 ５回
検査実績 68件

※寄生虫について，腹腔内の胃周辺部を中心にアニサキスの有無を検査したが，

アニサキス等の人へ直接的な害を与える寄生虫や細菌はみられなかった。

（イ）魚病の防疫指導（各種疾病の実態調査）と水産用医薬品の適正使用の推進
・魚病診断，巡回指導

内 容 回数及び件数
巡回指導実績 ４回（県内漁協及び養殖事業者等）
魚病診断件数 298回（海面養殖：248回，内水面養殖：50回

（ウ）水産用医薬品の適正使用研修
内 容 回 数

水産用医薬品の適正使用に関する研修会 ２回
（対象：養殖業者及び漁協職員）

11



（２）危機管理体制の整備

㉟ ・各種疾病等に関する危機発生事案ごとのマニュアルに基づく対応
・平時からの情報の共有化や連携の強化による事案発生の未然防止と事案発生

時の迅速かつ適切な対処【畜産課，経営技術課，消費者行政推進室】

口蹄疫，豚熱及び高病原性鳥インフルエンザといった，万が一，発生すると地
域社会に大きな影響を及ぼす家畜伝染病については，発生時の防疫対策等を定め
た防疫対策マニュアルを策定し，迅速な初動防疫対応が行えるよう防疫演習を実
施。

また，防疫対策会議の随時開催やメールマガジンによる発生情報の提供等によ
り，関係者に注意喚起を行うことで防疫意識の共有を図るとともに，県内におい
て家畜伝染病の発生又は発生のおそれがある場合に，迅速，適確な防疫業務が実
施できるよう，県関係機関における動員体制の構築や，関係団体と緊急防疫業務
等に関する協定を締結

内 容 回 数 人数

防疫対策会議（高病原性鳥インフルエンザ） ９回 148人

防疫対策会議（豚熱等） 15回 322人

防疫演習（口蹄疫） ７回 206人

防疫演習（高病原性鳥インフルエンザ） 18回 1,039人

防疫演習（豚熱） 14回 796人

高病原性鳥インフルエンザについては，国内においては令和５年11月25日に佐
賀県で初めて発生して以降，９県10事例発生し，約79.3万羽が殺処分対象となっ
た。また，県内においては，令和５年12月３日及び令和６年２月11日に発生し，
約3.6万羽（疫学関連含む）が殺処分対象となった。

県職員，県建設業協会等延べ約630名が発生農場における防疫作業に従事し，
県職員等延べ約370名が消毒ポイントにおける消毒作業に従事した。また，「特定
家畜伝染病の防疫活動への協力に係る協定」に基づき，発生３日目からALSOK熊
本支社に消毒ポイントの運営業務を委託し，延べ約1850名が作業に従事した。
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４ 県民をはじめとした関係者との情報・意見交換と信頼の確保

（１）食の安心・安全の確保に向けた生産者・食品関連事業者の取組に関する情報発信

㊱ かごしまの農林水産物認証制度（Ｋ－ＧＡＰ）の認知度向上
【輸出・ブランド戦略室】

（ア）ツイッター等ＳＮＳを活用した制度の周知
・発信回数：10回
・投稿内容：Ｋ－ＧＡＰ認証状況及び認証品目の紹介，6次化マルシェPR等

（イ）Ｋ－ＧＡＰ認証品のＰＲ協力店の登録拡大
・Ｋ－ＧＡＰをＰＲする協力店の登録を推進（313店舗）

㊲ かごしまブランド産品をはじめとした県産農畜産物の認知度向上に向けた取組
【輸出・ブランド戦略室】

・かごしまブランド産品等の販売促進活動
内 容 取 組 概 要

① 宣伝販売 ○県内外の販売指定店における県産農産物の販
売促進活動（17社）

② 高級果物店と連携した ○かごしまブランド産品「大将季」や「パッシ
ＰＲイベント ョンフルーツ」等の宣伝販売

○カルチャースクールでの「アボガド」や「ピ
タヤ」などの希少性果物の試食ＰＲ
○フルーツパーラーやレストランでのメニュー
の提供

③ 調理師専門学校と連携し ○知事トップセールスによる「かごしまの『食』
たＰＲ 発表会」での県産農畜産物ＰＲ

○生徒に対する県産農畜産物の紹介，調理実習
や新メニューの開発・発表（東京，福岡）

④ 「和牛日本一」鹿児島黒 ○首都圏の高級ホテルでの「和牛日本一」鹿児
牛レストランフェア等で 島黒牛フェアの開催やシェフによる産地視察
のＰＲ （２社）

○同ホテルでの知事トップセールスによる県産
農畜産物のＰＲ

⑤ ＧＩ登録産品のＰＲ ○鹿児島の壺造り黒酢，桜島小みかん，鹿児島黒牛，
辺塚だいだい，えらぶゆり，種子島安納いも，
種子島レザーリーフファン（R6.3月登録）

・「かごしまの食ウェブサイト」を活用した「かごしまブランド産品等」の情報発信
内 容 回 数

農産物の出荷等の産地情報や量販店でのフェア等のイベント情報 69回

㊳ 「かごしま畜産の日」の活動を通じた生産者と消費者の相互交流，理解促進
【畜産課】

・体験学習会や出前授業等
内 容 回 数 人数

かごしまの畜産出前授業 11回(４月～２月) 624人
県産畜産物の安心・安全のＰＲと消費
拡大キャンペーン等 ２回 不明
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〈出前授業〉 〈出前授業〉
（横川公民館大ホール） （瀬戸内町立古仁屋小学校）

㊴ 「かごしまのさかな」ブランド認定魚の認知度向上【水産振興課】

・各種フェア等でのＰＲ
内 容 月 日

・鹿児島フェア（福岡県） 10月14日
・奄美フェア（沖縄県） 10月20日～23日
・養殖ブリフェア（沖縄県） 12月９日～10日
・鹿児島の夕べ（東京都） １月26日～27日
・鹿児島フェア（千葉県） 2月16日～17日

㊵ 安心・安全な特用林産物の認知度向上【森林経営課】

（ア）各種フェア等を通じたＰＲ・普及
内 容 月 日

・旬の大名タケノコ・たけのこ加工品フェア ５月20日・22日
・かごしま原木しいたけフェア 10月11日～10月13日
・森のごちそうコンクール 11月18日
・かごしま原木しいたけ・たけのこ祭 12月２日～12月３日

<かごしま原木しいたけフェア> <森のごちそうコンクール>

（イ）学校給食への食材提供及び学習活動
しいたけ・たけのこを，小中学校等へ学校給食の食材として提供するととも

に栽培方法等の学習活動を実施（食材提供14校）
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㊶ 食品関連事業者の食の安心・安全に対する取組の情報発信
【輸出・ブランド戦略室】

食の安心・安全情報メールを活用した食品関連事業者の取組の情報発信
（食の安心・安全情報メールによる情報発信 25回／年）

（２）食の安心・安全の確保の推進を担う人材の育成

㊷ 地域における食の安心・安全の確保に係る正しい理解の浸透に寄与する人材の育成
【輸出・ブランド戦略室】

食の安心・安全推進パートナー募集・登録のため，県ホームページへの掲載や各
研修会においてチラシを配付
（食の安心・安全推進パートナー※ 1,201人（令和６年３月末））

※食の安心・安全の確保に関心のある団体・企業・個人で県に登録した者

㊸ 農業者や食品関連事業者など食の安心・安全の確保を図る人材の育成
【輸出・ブランド戦略室】

農業者や食品加工事業者等を対象に「６次産業化スタートセミナー」を開催し，
農産物加工の基礎技術をはじめ，農薬の適正管理や食品の衛生管理，適正な食品表
示方法などを講義し，人材を育成
（６次産業化スタートセミナーの開催 26人）

（３）健康への被害（まん延）防止対策

㊹ 自主回収報告制度を活用した健康被害防止対策【生活衛生課】

自主回収報告受理件数 15
表示の誤り ５

内 異物混入 ５
容 成分規格違反 ４

その他 １

㊺ 感染症対策など健康被害防止情報をはじめとする各種情報の収集及び整理と正
確かつ適切な情報の提供【生活衛生課，消費者行政推進室，健康増進課】

・消費者安全法に基づく消費者事故や重大事故等の情報収集及び情報提供
・県ホームページによる情報提供（食中毒関連情報等）
・食品衛生情報リーフレットの作成・配布
・県感染症情報による情報提供（食中毒予防等）

（４）リスクコミュニケーションの推進

㊻ 食の安心・安全の確保に関する基礎的な知識や情報の周知
・生産者，食品関連事業者，県民その他の関係者間における情報の共有と意見

交換の場の提供
【輸出・ブランド戦略室，経営技術課，生活衛生課，消費者行政推進室】

（ア）「食」の安心・安全セミナー
時 期 場 所 内 容 参加者数

１月22日 県市 町 講演
村自 治 １．「本当に安全？食品添加物のリスクについて」 54人
会館（オ 山﨑毅 氏（NPO法人食の安全と安心を科学する会） (うちオン
ンラ イ ２．「知って得する食中毒予防について」 ライン26
ン併用） 新里葉子 氏（鹿児島純心女子短期大学） 人）
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（イ）ＧＡＰ推進セミナー
時 期 場 所 内 容 参加者数

11月24日 市町村 講演
自治会 １．「セブン-イレブンにおけるGAP認証野菜の取り 71人
館 ( オ 組みと今後」 (うちオン
ンライ 吉田朋広 氏（（株）ｾﾌﾞﾝ-ｲﾚﾌﾞﾝ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ） ライン45
ン 併 ２．「GAP農産物を積極的に取り扱う理由」 人）
用） 濱田 久 氏（鹿児島中央青果（株））

（ウ）有機農業に関する意見交換会 【経営技術課】
時 期 場 所 内 容 参加団体

７月21日 鹿児島市 ・有機農産物等の販売促進に係る卸売業者， ５事業者
流通販売業者との意見交換 （８人）

３月12日 ８事業者
（11人）

10月24日 鹿児島市 ・有機農産物の消費拡大に関する消費者団体 ３団体
との意見交換 （３人）

（エ）食の安全を学ぶ基礎講座
食品の安全を守る仕組み，食品添加物や農薬，食品表示などの基礎知識を学

ぶ短大生を対象とした基礎講座の開催
時 期 場 所 内 容 参加者数

11月９日 鹿児島女子短期大学 ・食の安心・安全の確保に関 81人
する基礎知識

（オ）食品衛生責任者養成講習会
開催時期 場所・回数 内 容 参加者数

県内12か所 ・食品衛生学
４月 日置市，南さつま市， ・食品衛生法

～３月 指宿市， 薩摩川内市， ・公衆衛生学
出水市，霧島市，伊佐市 1,243人
鹿屋市，西之表市,
屋久島町，奄美市，
徳之島町

計51回

〈ＧＡＰセミナー〉 〈食の安全を学ぶ基礎講座〉
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㊼ 正確な情報の伝達や情報の共有及び意見交換を自主的に行う取組の推進
【輸出・ブランド戦略室，消費者行政推進室】

・食の安心・安全推進パートナーが自主的に取り組む「地域リスクコミュニケ
ーション」への支援

時 期 実施主体 場所 内 容 参加者
（食の安心・安全推進パートナー）

11月12日 ＮＰＯ法人 出水市 地域食材の生産・加工・食文 17人
霧島食育研究会 化におけるリスクコミュニケ
（霧島市） ーション研修

12月16日 海老原純一氏 伊佐市 伊佐の農業を覗いてみません 29人
（鹿児島市） か

（５）健康増進に関する施策との連携

㊽ 健康かごしま２１の推進【健康増進課】
・適切な食生活習慣の普及・定着
・産業界との連携による食環境の整備
「食塩少なめ」「脂質控えめ」「野菜たっぷり」で家庭用レシピを掲載した「かん
たんヘルシー減塩レシピ集」を情報メールやホームページ掲載により紹介した。

（ア）食の健康応援店の登録を推進
かごしま食の健康応援店登録店舗数 721店舗（令和６年３月末）

（イ）食生活改善推進員による栄養・食生活に関する普及啓発
普及啓発の人数 11,548人（令和６年３月末）

（６）食育に関する施策との連携

㊾ ・「家庭」，「学校，保育所等」，「地域」における食育の推進
【輸出・ブランド戦略室】

事 項 実 施 状 況
食育支援体制における食育支援 支援実施校(幼稚園,保育園,小中学校等)

60校（2,590人）
支援回数 91回

食と農の指導者研修 52人
かごしま版食事バランスガイドの普及 各種研修会等での普及啓発
食育シニアアドバイザーの登録・紹介 ６人登録，４回紹介
かごしま活き生き食の日のＰＲ 県ＨＰや各種イベント等での
（毎月第３土曜日） ＰＲ
市町村食育推進計画の策定促進 41市町村策定
かごしまの“食”交流推進セミナー 52人
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〈食と農の指導者研修〉 〈小学校等での農業体験活動〉

５ 食の安心・安全の確保に向けた推進体制の整備

（１）「鹿児島県食の安心・安全推進委員会（企画推進部会）」の運営
㊿ 基本計画等の進捗状況の評価 【輸出・ブランド戦略室】

施策の進捗状況について，県食の安心・安全推進委員会（企画推進部会）にお
いて，評価・点検を行い，県ホームページにて公表した。

（ア）県食の安心・安全推進委員会企画推進部会の開催（令和５年８月１日開催）
・令和５年度県食品衛生監視指導計画について
・環境保全型農業直接支払交付金について

（２）危機管理体制の整備

 ・食に関する危機発生事案ごとのマニュアル等に基づく対応
・平時からの情報の共有化や連携の強化による事案発生の未然防止と事案発生

時の迅速かつ適切な対処 【生活衛生課，健康増進課，薬務課，
消費者行政推進室，輸出・ブランド戦略室】

（ア）他自治体における発生事案情報の共有化
（イ）消費者事故や重大事故等の情報収集及び情報提供

（３）国，他の都道府県，市町村その他の関係機関・団体との連携

 ・内閣府食品安全委員会，消費者庁，厚生労働省，農林水産省など国との連携
や他都道府県との連携

・県内市町村等との連携 【輸出・ブランド戦略室，生活衛生課】

「九州・山口地域食の安全安心連携会議」（熊本県)等による情報収集や連携
開催日：令和５年９月７日（オンライン開催）
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基本施策
取組
内容

指標
数 参考となる指標 現状(R1) 実績(R3) 実績(R4) 実績(R5) 目標(R7)

① 1
○かごしまの農林水産物認証制度（Ｋ－ＧＡ
Ｐ）における認証件数

317件 305件 311件 293件 320件 92 ％

2 ○ＪＧＡＰ等認証取得件数 144件 236件 241件 231件 190件 122 ％

3 ○ＪＧＡＰ家畜・畜産物の認証取得経営体数 10件 14件 14件 12件 44件 27 ％

⑤ 7 ○肥料法違反件数 10件 13件 5件 2件 0件 0 ％

8 ○動物用医薬品使用実態調査の実施状況 87件 33件 25件 36件 80件 45 ％

9
○医薬品調査の指導状況(動物用医薬品販売業
者等の許可数に対する割合)

48% 59% 39% 37% 50% 74 ％

308件 245件 255件 262件 301件
(3.1%) (2.6%) (2.9%) (3.1%) (4.4%)

11 ○飼料の製造・販売等の不適正な事例件数 0件 0件 0件 0件 0件 100 ％

⑧ 12
○水産用医薬品適正使用指導等研修会の開催回
数

2回 2回 6回 2回 3回 67 ％

⑨ 13
○露地オクラ栽培におけるＩＰＭ技術（土着天
敵利用）の取組面積（対象：ＪＡいぶすき管
内）

42ha 44ha 45ha 53ha 60ha 88 ％

92.7% 94.0% 93.6% 未確定 98.0%

15 ○たけのこ生産者養成講座の開催回数 1回 1回 1回 1回 1回 100 ％

16
○かごしま原木しいたけ生産者養成講座の開催
回数

1回 1回 1回 1回 1回 100 ％

⑫ 17 ○漁場環境調査の実施状況 97% 99% 100% 98% 100% 98 ％

⑬ 18
○標準的な立入回数を設ける業種(施設)への監
視指導（毎年度策定した計画に基づく達成率）

103% 113% 118% 109% 100% 109 ％

⑭ 19
○食品の添加物，成分規格基準，残留動物用医
薬品，残留農薬などの検査
（毎年度策定した計画に基づく達成率）

106% 88% 80% 125% 100% 125 ％

⑮ 20
○給食施設に対する監視指導（毎年度策定した
計画に基づく達成率）

73.6% 26.3% 31.6% 56.9% 100% 57 ％

⑯ ○いわゆる健康食品買上検査の継続実施

⑰ 21 ○水産物卸売市場への実態調査 36件 35件 35件 35件 36件 97 ％

51.7%

51.7%

⑥

－ ％

⑪

数値目標なし

⑩ 14
○県畜産有機物有効利用推進調査による家畜排
せつ物の利用状況(適正処理仕向率)

－ ％

％

⑦

10
○飼料の製造・販売及び使用等に関する立入検
査・巡回点検指導件数
(飼料製造・販売業者等に対する割合）

87

④

5
○農薬販売店における農薬指導士設置割合
(農薬指導士数/農薬販売店数)　【再掲】

53.6% 54.9%

54.9% 44.9% 80% 56 ％

6
○農薬販売店等への立入検査における違反件数
割合

18.9% 33.3% 10.0% 24.5%

１
農場から食
卓までの安
全管理の徹
底を通じた
食品の安全
性の向上

②

③ 4
○農薬販売店における農薬指導士設置割合
(農薬指導士数/農薬販売店数)

53.6%

10%

44.9% 80% 56 ％

「第３次鹿児島県食の安心・安全推進基本計画」（令和３年度～令和７年度）

数値目標に対する令和５年度実績等

令和５年度  目標達成数：  24／60  項目

目標対比
(実R5/目R7)



基本施策
取組
内容

指標
数 参考となる指標 現状(R1) 実績(R3) 実績(R4) 実績(R5) 目標(R7)

目標対比
(実R5/目R7)

⑱ 22
○各種広報媒体を活用した情報発信回数
（食品の衛生管理等に関する知識や情報）

4回 11回 4回 5回 4回 125 ％

⑲ 23 ○HACCP制度普及のための講習会実施回数 263回 135回 163回 146回 82回 178 ％

8,438戸 6,314戸 5,777戸 5,631戸 全戸
(91%) (73%) (69%) (71%) (100%)

25 ○HACCP認証農場数 22農場 21農場 22農場 22農場 25農場 88 ％

㉑ 26 ○水揚施設の衛生管理状況実態調査 36件 36件 35件 35件 36件 97 ％

㉒
○HACCP等高度な衛生管理手法に対応できる人
材の育成

27
○米トレーサビリティ制度の普及啓発
（研修会開催）

1回 0回 9回 10回 2回 500 ％

28 ○食品表示実態調査における適正率（米穀等） 96.4% 99.5% 93.9% 95.6% 100% 96 ％

㉔ 29 ○茶れきくんの県内茶工場導入率 64.4% 72.4% 74.6% 74.1% 72.5% 102 ％

8件／年
累計40件

㉖ 31
○医薬品使用低減に向けた養殖技術に関する講
習会の実施回数

2回 2回 6回 2回 3回 67 ％

㉗ 32
○食品等に起因する様々な問題についての調
査・研究事例数

4題 6題 4題 5題 4題 125 ％

㉘ 33
○食の安心・安全情報メール等を活用した情報
発信件数

24回 24回 24回 25回 24回 104 ％

㉙ ○食品表示に関する相談対応

34
○食品表示法(品質事項)に基づく食品表示の適
正表示率

92.1% 92.7% 94.6% 92.4% 100% 92 ％

35 ○商品量目立入検査の検査個数 7,845個 6,542個 7,261個 7,658個 7,700個 99 ％

36 ○商品量目調査会及び計量教室の実施 2自治体 0自治体 5自治体 3自治体 5自治体 60 ％

37
○食の安心・安全情報メール等を活用した情報
発信件数【再掲】

24件 24件 24件 25件 24件 104 ％

㉜ 38 ○トビイロウンカの被害面積 10ha 0ha 0ha 0ha 10ha 100 ％

39 ○死亡牛のBSE検査の実施状況
対象牛全頭
(1,625頭)

対象牛全頭 対象牛全頭 対象牛全頭 対象牛全頭 ％

40
○高病原性鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ等に関するﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ検査
の実施状況

対象農家全戸
(431戸)

対象農家全戸 対象農場全戸 対象農場全戸 対象農家全戸 ％

42
○防疫演習の実施件数（口蹄疫，豚熱，高病原
性鳥インフルエンザ等）

20件 18件 30件 39件 20件 195 ％

43 ○ミカンコミバエ定着市町村 0市町村 0市町村 0市町村 0市町村 0市町村 100 ％

数値目標なし

㉓

㉕ 30
○環境と調和した農業の推進を支えるために確
立した技術数

8件／年 6件／年

％

１
農場から食
卓までの安
全管理の徹
底を通じた
食品の安全
性の向上

⑳

24
○飼養衛生管理基準立入検査の実施状況（対象
農場に対する割合)

71

5件／年 4件／年

㉞ 41
○養殖衛生管理指導を行った養殖経営体数（割
合）

２
食品表示の
適正化によ
る消費者へ
の的確な情
報の伝達・
提供

数値目標なし

㉚

㉛

％50

㉟

％71% 49% 58% 74% 75% 99

３
農林水産物
の病気や害
虫のまん延
防止による
食料の安定
供給

㉝
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基本施策
取組
内容

指標
数 参考となる指標 現状(R1) 実績(R3) 実績(R4) 実績(R5) 目標(R7)

目標対比
(実R5/目R7)

㊱ 44 ○ツイッターの投稿回数 12回 12回 3回 10回 12回 83 ％

㊲ 45
○「かごしまの食ウェブサイト」を活用した情
報の発信件数

653件 770件 813件 882件 870件 101 ％

46
○かごしまの畜産体験学習会・出前授業の開催
回数

8回 11回 12回 12回 10回 120 ％

47
○県産畜産物の安心・安全のＰＲと消費拡大
キャンペーン等の開催回数

1回 0回 2回 2回 1回 200 ％

㊴ 48
○「かごしまのさかな」認知度向上にかかる，
展示会等における啓発取組回数

11回 6回 5回 5回 11回 45 ％

㊵ 49
○食の安心・安全情報メール等を活用した情報
発信件数【再掲】

24件 24件 24件 25件 24件 104 ％

㊶ 50
○食の安心・安全情報メール等を活用した情報
発信件数【再掲】

24件 24件 24件 25件 24件 104 ％

㊷ 51
○食の安心・安全推進パートナーシップ制度へ
の登録者数

1,090人 1,165人 1,185人 1,201人 1,500人 80 ％

㊸ 52
○食のプロデューサー育成セミナー参加者数
※R5～上記に準ずるセミナーへの参加者数

30人 0人 18人 26人 30人 87 ％

㊹
○自主回収報告制度を活用した健康被害防止対
策

㊺ 53
○食の安心・安全情報メール等を活用した情報
発信件数【再掲】

24件 24件 24件 25件 24件 104 ％

54
○食の安心・安全情報メール等を活用した情報
発信件数【再掲】

24件 24件 24件 25件 24件 104 ％

55
○セミナー等への参加者数（リスクコミュニ
ケーションの推進）

1,534人 2,243人 1,880人 1,925人 2,400人 80 ％

㊼ 56
○地域におけるリスクコミュニケーションに関
する研修会等の開催回数

1回 1回 1回 2回 2回 100 ％

57 ○１日当たりの食塩の平均摂取量
9.9ｇ
(H30)

9.9g
(H30)

9.9g
(H30)

10.2g
(R4)

(R15)
7g

－ ％

58 ○１日当たりの野菜の平均摂取量
291ｇ
(H30)

291g
(H30)

291g
(H30)

271.4g
(R4)

(R15)
350g

－ ％

59 ○かごしま食の健康応援店 749店舗 758店舗 754店舗 721店舗
(R15)

800店舗
90 ％

㊾ 60 ○意識して県産農林水産物を購入する人の割合 84.1% 79.1% 80.9% 84.4% 90%以上 94 ％

㊿ ○施策の進捗状況の評価

 ○危機管理体制の適正運用

 ○国等との連携強化

５
食の安心・
安全の確保
に向けた推
進体制の整
備

数値目標なし

数値目標なし

数値目標なし

４
県民をはじ
めとした関
係者との情
報・意見交
換と信頼の
確保

㊳

数値目標なし

㊻

㊽
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